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研究の全体概要 

2011 年に世界遺産に登録された小笠原諸島の一角にある西之島では、2013 年以降大陸地殻の主要

構成材料である安山岩マグマの噴出と、それに次ぐマグマ組成の変化および噴火様式の大きな変化

が、わずか 10年の間に立て続けに観測されている。近年「地殻の薄い海の火山こそが大陸が誕生す

る場所である」、という考え方が提案されており、西之島はその現場が陸上で観測可能な稀有な現場

であると言える。本研究提案では、刻一刻と変化していく西之島に対して、今しか観測できない一瞬

一瞬の状態を地球科学的情報として記録するとともに、西之島のこれまでの発達史を最新の岩石学の

視点から再評価することで、西之島が現在大陸生成の場となっている仮説の検証を行う。 

この目的のために、本研究では西之島を対象とした調査航海を実施する。絶海の火山島を調査する

ために、2つのサブテーマを設定し、西之島の過去から現在の活動を詳細に明らかにする。サブテー

マ 1 では船舶と無人探査艇を最大限に活用し、海中に沈む「火山の本体」から、直近の噴火活動およ

び山体を大きく成長させた活動履歴を代表する岩石試料を採取することで、地質学的な観点から西之

島の発達史を再評価する。サブテーマ 2では、近年普及しつつあるドローンによる遠隔観測を主体と

して、地球物理的な観測を実施する。ドローン観測では、山体の内部構造を磁気測量から三次元的に

把握するとともに、陸域に堆積する新鮮な火山灰を採取することで、現在の西之島の活動状態の把握

を行う。 

2013 年以降断続的に活動を見せる西之島は元々国民の注目度の高い火山島だが、本研究成果を通じ

てこの火山活動が「地球の歴史の主要な段階を代表する顕著な見本」となる世界指折のものであるこ

とを学術的に示すとともに、JAMSTEC の持つ広報機能やシンポジウム開催等を通じて、西之島が持つ

自然遺産的価値ポテンシャルを一般社会に広く提案する。 
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